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中学 ・高校 ・大学 0養護学校等で教育相談やカ
ウンセリング・生徒指導を経験し、校内における
教育相談 (校内支援)と地域における小 ・中 ・養
護学校を対象とした教育相談 (地域支援)を担当
した筆者の経験と照らし合わせてみると、今回示
された 「最終報告」と 「ガイドライン」は小学校 ・


























































































































































































































































































































言語 コ ミ ュニ ケ ー シ ∃ンに困難
課題を途中であき らめて しま う
これ まで0七られる場面が多か つた
課題に対 して苦手意識が強い
手意識が強<なつている
ルフエステームが低下している
宿題を忘れる
おつかいを頼むと忘れるものがある
宿題にひとりで取り組めない
飽きやすい
自分の気持ちをいえないで泣<
小学一年時に受診
AD/HD+LDと診断される
リタリン服用
相談機関
これまで叱られる場面が多い
課題に対 して苦手意識が強い
叱られると強 く反発する
lb理検査で注意記憶 に困難
56
いに認め合うこと」ができる取り組みの接点を見
つけ出すことから始めていく必要があると考える。
その中心には必ず子どもの姿がなければならない
ことは言うまでもない。
4  まシbりに
「特別支援教育」は、一人一人の教育的ニーズ
に応える形での支援の展開を求めている。そして、
クラスの中で学習することや生活することへの支
援を具体的に行っていくことが個別の教育支援計
画に求められている。そのために最も大切なこと
は、クラスの中で本人の姿をどう捉えるかである。
毎日の学習や生活の中から教育的ニーズのサイン
を読み取ることである。担任の先生が今一番必要
としているのは、クラスの中での本人の姿を適切
に捉えるためにはどうするかということであり、
支援センターに求められているのは、学級で生活
している本人に対しての体験世界に基づくきめ細
かなアセスメントとそれを生かした支援である。
本人とその子が生活するクラスヘの支援ができる
取り組みが今まさにスタートし始めた。そして、
「特別支援教育」への‖転換"のためには、教室の
中で苦戦している子どもと先生のいる教室という
現場に足を運ぶことから始めなければならないと
いうことを再確認したい。「みんなが資源、みん
なで支援」を合い言葉に。
